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【学会発表】計：100 件 

2022 年度：29 件 

1. 齊藤匠真，阿部正之，白坂智英 

 リハビリテーション領域における公認心理師の役割と多職種協働 

回復期リハビリテーション病棟協会 第 41 回研究大会 

2. 荻野さゆり，山田啓太，佐川幸愛，齊藤匠真，白坂智英 

 脳卒中後のうつ症状および認知機能との関連 

回復期リハビリテーション病棟協会 第 41 回研究大会 

3. 林達也，髙橋良輔 

 当院理学療法科における転倒事例の傾向と対応策 

第 5 回日本理学療法管理研究会学術大会 

4. 小野圭介，髙橋良輔，森田和幸，荒洋輔，阿部正之，林達也，白坂智英 

 回復期脳卒中症例における歩行自立の予後予測に関する検討：AI 解析を用いた予備的研究 

第 6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 

5. 髙橋良輔，小野圭介，森田和幸，荒洋輔，阿部正之，林達也，白坂智英 

 回復期脳卒中症例におけるトイレ動作自立の予後予測に関する検討：AI を用いた予備的研究 

第 6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 

6. 宮本英嗣，加藤瑞貴，佐藤陵，佐藤真菜，中嶋宏成，髙橋良輔，金藤公人 

 反復経頭蓋磁気刺激療法とロボット療法を併用し包丁操作が改善した 1 症例 

第 6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 

7. 荒洋輔，髙橋良輔，阿部正之 

 脳卒中軽度片麻痺患者における実生活での麻痺手の使用頻度に関連する因子-当院入院患者を対象と

した後方視的調査- 

第 6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 

8. 戎駿介，髙橋良輔，中嶋宏成，小岩幹 

 課題指向型訓練と外在的フィードバックの併用により運動主体感や上肢使用量が改善した左頭頂葉

梗塞症例 

第 6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 

9. 髙橋良輔，覺正秀一，伊藤亘佑，小野圭介，小岩幹 

 神経筋電気刺激を併用した手指用ロボット療法により課題指向型アプローチよりも手指運動機能が

改善した一例 

第 20 回日本神経理学療法学会学術大会 

10. 佐伯拓馬，斉藤貴志，林達也，石田直樹，角家健，石崎倫政，宝満健太郎 

 歩行時下垂足の客観的指標としてのウェアラブルセンサーの活用 

第 10 回日本運動器理学療法学会学術大会 



11. 佐川幸愛，荻野さゆり 

 高次脳機能障害の臨床現場から～神経心理検査と描画、そしてアートセラピーへ～ 

日本描画テスト・描画療法学会第 31 回大会 

12. 荻野さゆり，阿部正之，齊藤匠真，佐川幸愛 

 社会復帰における公認心理師のはたらき 

第 8 回地域包括ケア病棟研究大会 

13. 荒洋輔，髙橋良輔，阿部正之 

 脳卒中重度片麻痺患者の立位訓練における肩関節装具の導入基準の検討-重心動揺検査を用いた予備

調査- 

第 56 回日本作業療法学会 

14. 迫知輝，安部千秋，阿部正之 

 当院の肢体不自由児における ADOC-S を用いた目標共有に対する取り組みについて－OT に実施し

たアンケートの結果分析－ 

第 56 回日本作業療法学会 

15. 佐々木ひな子，森田和幸，阿部正之 

 コロナ禍で入院中の退院支援が制限され,自宅退院後の活動機会の拡大に難渋した症例 

第 56 回日本作業療法学会 

16. 中嶋宏成，上堀亜須香，根来裕治，髙橋良輔，小岩幹，金藤公人 

 反復経頭蓋磁気刺激と運動療法の併用がパーキンソン病患者の歩行機能に及ぼす効果 

第 59 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

17. 髙橋良輔，覺正秀一，小野圭介，永井義樹，小岩幹，赤星和人 

 高齢者における快適歩行速度と下肢伸展トルクとの関係について 

第 59 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

18. 戎駿介，中嶋宏成，小岩幹 

 認知症とパーキンソン病合併症例の姿勢制御戦略に着目した理学療法介入の検討 

第 59 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

19. 森田和幸，浮田徳樹，阿部正之 

 当法人での臨床実習における MTDLP 活用に向けた取り組みと実態調査 

第 52 回北海道作業療法学会学術大会 

20. 荒洋輔，阿部正之 

 当院における平時からの新型コロナウイルス感染対策とクラスター発生時の対応に関する報告 

第 52 回北海道作業療法学会学術大会 

21. 加藤瑞貴 

 帯広市における試行的認知症予防事業への作業療法士の関わり 

第 52 回北海道作業療法学会学術大会 

22. 木下和海 

 コロナ禍において Zoom を使用し退院前指導を行った症例 

第 52 回北海道作業療法学会学術大会 



23. 佐藤陵 

 訪問リハビリテーションと連携し,A型ボツリヌス毒素治療と短期集中リハビリテーションにより,補

助手の再獲得に至った 1 症例 

第 52 回北海道作業療法学会学術大会 

24. 阿部祐汰，葛西亮太 

 野球肘を呈した 3 選手に対して、投手復帰した症例への関わり 

第 52 回北海道作業療法学会学術大会 

25. 迫知輝，中村裕二，阿部正之，仙石泰仁 

 ホームプログラムにより，日常場面で右手の参加が向上し，両手での更衣動作を獲得した右片麻痺の

一例 

第 52 回北海道作業療法学会学術大会 

26. 宇野奨吾，髙橋良輔，伊藤広和，林達也 

 HONDA歩行アシストと短下肢装具の併用が有用であった軽度片麻痺症例-筋電図により膝周囲の筋

活動変化に着目した 1 症例- 

第 73 回北海道理学療法士学術大会 

27. 山畑祐也，佐伯拓馬，林達也，宝満健太郎 

 歩行時痛軽減に向けて三次元動作解析装置を活用した大腿骨骨幹部骨折術後の一症例 

第 73 回北海道理学療法士学術大会 

28. 朝倉直人，髙橋良輔，林達也，小岩幹 

 パーキンソニズムによりすくみ足、小刻み歩行を呈した脳卒中患者に視覚刺激の有無を切り替えな

がらのトレッドミル歩行練習を実施し歩行能力の改善が認められた一症例 

第 73 回北海道理学療法士学術大会 

29. 工藤直紀，小野圭介，林達也 

 頭頂葉皮質下出血により多彩な症状が見られた脳卒中片麻痺患者様に対する臨床推論の試み 

第 73 回北海道理学療法士学術大会 

 

2021 年度：19 件 

1. 覺正秀一，他 

 重度運動麻痺を呈した脳卒中片麻痺症例に対して聴覚バイオフィードバックを用いて持続的な手指

屈筋群の活動が低下した一症例 -圧センサーと圧電スピーカーを用いた介入- 

回復期リハビリテーション病棟協会第 39 回研究大会 

2. 髙橋良輔，他 

 補助具なし歩行自立に必要な安定性限界について：60 歳以上の患者に着目して 

第 5 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 

3. 髙橋良輔，他 

 高齢者における補助具なしの歩行自立に必要なバランス能力に関する検討 

第 58 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

4. 戎駿介，他 



 脊髄小脳変性症により運動失調を呈した症例に対する外骨格フレームを用いた治療効果の検討 

第 19 回日本神経理学療法学会学術大会 

5. 伊藤宗一朗，他 

 歩行機会拡大に向けて理学療法と体重免荷トレッドミル歩行練習を併用し改善が図れた脳性麻痺児

の 1 例 

第 8 回日本小児理学療法学会学術大会 

6. 安部千秋，他 

 HONDA 歩行アシストを使用した介入により移乗動作の獲得に至った脳性麻痺児の報告；動作時筋

活動に着目して 

第 8 回日本小児理学療法学会学術大会 

7. 菅野公二，他 

 当院の発達外来作業療法が北海道十勝総合振興局管内で担う療育と今後の課題 

第 55 回日本作業療法協会学術大会 

8. 加藤瑞貴，他 

 行政の認知症予防対策としての楽しさプログラムの実施 

第 55 回日本作業療法協会学術大会 

9. 小野圭介，他 

 回復期入院時における実績指数予測のバリアンス評価 

第 72 回北海道理学療法学術大会 

10. 髙橋良輔，他 

 高齢者における補助具なしの歩行自立に必要な下肢伸展トルクに関する検討 

第 72 回北海道理学療法学術大会 

11. 本間良介，他 

 脳血管性パーキンソニズムを呈した脳卒中慢性期患者に歩行用リハビリテーションシステムを使用

し立位バランス機能と歩行能力の改善が認められた症例 

第 72 回北海道理学療法学術大会 

12. 伊藤稔基，他 

 Pusher 症候群において病棟練習の即時効果を検証した回復期脳卒中患者一症例 

第 72 回北海道理学療法学術大会 

13. 河合聖太，他 

 歩行困難な重度片麻痺患者において体重免荷式トレッドミルトレーニングを用いた一症例 

第 72 回北海道理学療法学術大会 

14. 小野圭介，他 

 理学療法士の質が脳卒中患者の満足度に与える影響 

第 58 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

15. 戎駿介，他 

 認知機能や運動機能に著明な日内変動を呈する認知症を併発した脳卒中片麻痺症例への理学療法介

入の検討 



第 58 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

16. 髙橋良輔，他 

 高齢者における補助具なしの歩行自立に必要なバランス能力に関する検討 

第 58 回日本リハビリテーション医学会 

17. 永井義樹，他 

 手袋の着脱動作が巧緻動作に与える影響 

第 51 回北海道作業療法学会学術大会 

18. 荒洋輔，他 

 当院回復期リハ病棟に入院した転倒骨折患者様の特性から見た介護予防の必要性 

第 51 回北海道作業療法学会学術大会 

19. 永井義樹，他 

 地域密着型地域包括ケア病棟における補完代替リハビリの有用性 

第 7 回地域包括ケア病棟研究大会 

 

2020 年度：2 件 

1. 有安はるな，他 

 上肢訓練ロボット ReoGo®-J と当院独自の課題指向型訓練シ－トを併用した訓練効果 

回復期リハビリテーション病棟協会 

2. 伊藤広和，他 

 軽度片麻痺患者における上肢筋活動の検証-筋電図による経時的変化-  

第 18 回日本神経理学療法学会学術大会 

 

2019 年度：16 件 

1. 菊池俊之，他 

 壁と人との違いが隙間通過時の歩行様式に与える影響 

第 24 回日本基礎理学療法学会学術大会 

2. 加藤瑞貴，他 

 当方人におけるサービス高齢者住宅入居者に対する作業療法士の取り組み 

第 50 回北海道作業療法学会学術大会 

3. 佐藤陵，他 

 左橈骨遠位端骨折を呈した女性に対して、装具の再検討を行った症例 

第 50 回北海道作業療法学会学術大会 

4. 宮本英嗣，他 

 SCU 開設によるトイレでの排泄獲得日数への影響 

第 50 回北海道作業療法学会学術大会 

5. 加藤瑞貴，他 

 当法人におけるサービス高齢者住宅入居者に対する作業療法士の取り組み 

第 50 回北海道作業療法学会学術大会 



6. 森田和幸，他 

 MTDLP 普及に向けた科内研修 

第 50 回北海道作業療法学会学術大会 

7. 川村敦美，他 

 病棟への訪問評価により早期に訪問リハビリを導入し生活課題の解決に繋がった事例 

第 50 回北海道作業療法学会学術大会 

8. 太田彩香，他 

 先天性上肢欠損児の就学に向けた関わり 

第 50 回北海道作業療法学会学術大会 

9. 宮本英嗣，他 

 急性期病棟における早期トイレ動作介入に向けたトイレチーム導入の試み 

第 44 回日本脳卒中学会学術集会 

10. 迫知輝，他 

 多職種共働での特殊便座作製により自力排便の再獲得と介助量軽減に至った一例 

第 45 回日本重症心身障害学会学術集会 

11. 江川奈美，他 

 地方医療機関における小児整形外科手術実績と術前後のリハの関わり 

第 71 回北海道理学療法士学術大会 

12. 佐伯拓馬，他 

 ウェアラブルシステムを使用した慢性期片麻痺患者の歩行解析 (第 2 報) ～足部クリアランスと転倒

の関連に関する検討～ 

第 138 回北海道整形災害外科学会 

13. 伊藤広和，他 

 脳卒中患者における体幹筋厚の対称性が歩行能力に与える影響 -超音波画像による検証- 

第 17 回日本神経理学療法学会学術大会 

14. 髙橋良輔，他 

 モデルベースドな表面筋電図解析は脳卒中後運動麻痺の異常同時収縮評価に有効か？ 

第 17 回日本神経理学療法学会学術大会 

15. 齊籐匠真，他 

 回復期病棟における心理師の役割 

北海道回復期リハビリテーション病棟協会第 19 回大会 in 札幌 

16. 鳥越夕妃，他 

 病棟における ReoGo-J を用いた上肢機能訓練についての報告 

第 53 回日本作業療法学会学術大会 

 

2018 年度：13 件 

1. 角張祐介，他 

 多職種による自立度判定指標作成の取り組み 



第 26 回北海道老人保健施設大会 

2. 斉藤貴志，他 

 ウェアラブルシステムを使用した慢性期片麻痺患者の歩行解析 

第 137 回北海道整形災害外科学会 

3. 荒洋輔，他 

 当院回復期病棟における上肢訓練用ロボット ReoGo®-J の普及に向けた取り組み 

回復期リハビリテーション病棟協会第 33 回研究大会 in 舞浜 

4. 小田代唯人，他 

 ロボティクスリハビリテーションを ADL･IADL に活用した効果の検証 －HONDA 歩行アシストを

用いて－ 

回復期リハビリテーション病棟協会第 33 回研究大会 in 舞浜 

5. 永井義樹，他 

 眼球運動に着目したアルツハイマー型認知症例への介入 

第 52 回日本作業療法学会学術大会 

6. 髙橋良輔，他 

 脊髄損傷による上肢運動機能障害に対する反復運動課題中の筋電図を用いた評価：症例報告 

第 48 回日本臨床神経生理学会学術大会 

7. 小野圭介，他 

 回復期脳卒中片麻痺患者に対する理学療法プランニングチェックシート実用化に向けた予備的研究

－理学療法士の質向上に対する取り組み－ 

第 70 回北海道理学療法学術大会 

8. 戎駿介，他 

 足関節底屈筋力調整能力と加齢の影響 

第 73 回日本体力医学学会 

9. 浮田徳樹，他 

 回復期病棟入院中に銭湯での入浴に繋げる外出訓練を段階的に行った 1 症例 

第 49 回北海道作業療法学会 

10. 金京室，他 

 左半側空間無視に対する両側右側アイパッチを適用した 1 症例 

第 49 回北海道作業療法学会 

11. 鳥越夕妃，他 

 当法人における肢体不自由児・者に対する作業療法の取り組み・地域連携について 

第 49 回北海道作業療法学会 

12. 浮田徳樹，他 

 当センターにおける車いす可動台数調査について 

第 14 回日本シーティングシンポジウム 

13. 髙橋良輔，他 



 重度手指運動障害に対する視覚誘導性自己運動錯覚と神経筋電気刺激の併用により運動機能が改善

した症例 

第 55 回日本リハビリテーション医学会学術集会 

 

2017 年度：9 件 

1. Atsuki Ukita, Hiroki Mani, Masayuki Abe, Hirotoshi KIshigami, Tatsuo Hatta. 

 The Effect of Wheelchair Back Support Shape on Reach Accuracy. 

33rd International Seating Symposium 

2. Kyungshil Kim, Kazumi Hirayama, Kazuki Yoshida, Rika Yano, Masayuki Abe, Mika Otsuki, 
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